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雲
夢
秦
簡
と
韓
非
子

森
　
田

邦
　
博

　

↑

　
一
九
七
五
年
、
湖
北
省
雲
夢
二
心
虎
谷
に
お
い
て
、
十
二
基
の
古
墓
が
発
掘
さ
れ
た
。

れ
た
墓
か
ら
、
約
千
百
に
の
ぼ
る
多
数
の
竹
簡
が
発
見
さ
れ
た
。

　
そ
れ
ら
は
、
内
容
上
か
ら
次
の
十
種
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
↑
）

ωω㈲ω㈲⑥⑦㈲⑨⑩

編
年
記

語
書
一

秦
律
十
八
種

効
律
．

秦
律
雑
抄

法
律
答
問

封
診
式

為
吏
之
道

日
書
〔
甲
種
〕

日
書
〔
乙
種
〕

（
前
三
〇
六
か
ら
前
二
一
七
ま
で
の
年
譜
）

（
南
郡
守
が
管
下
の
吏
士
に
下
し
た
勧
戒
の
書
）

（
秦
の
行
政
に
関
す
る
法
律
）

（
国
有
財
産
、
兵
器
な
ど
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
）

（
軍
事
・
官
吏
の
任
免
な
ど
様
々
な
法
律
の
あ
つ
ま
り
）

（
秦
律
の
解
釈
）

（
刑
事
事
件
の
処
理
に
関
す
る
規
則
）

（
下
級
官
吏
の
教
科
書
。
官
吏
と
し
て
の
あ
り
方
を
説
く
）

（
占
い
の
書
）

（
右
に
同
じ
）

そ
の
う
ち
の
一
基
、
「
M
十
一
」
と
名
づ
け
ら
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こ
の
う
ち
、
ω
の
「
編
年
記
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
秦
昭
王
元
年
（
前
三
〇
六
年
中
よ
り
、
始
皇
三
十
年
（
前
二
一
七
年
）

簡
潔
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
、
そ
の
一
部
を
挙
げ
て
み
る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
昭
王
）
廿
九
年

　
　
　
岩
五
年

　
　
　
今
元
年

　
　
　
三
年

　
　
　
六
年

　
　
　
七
年

　
　
　
十
二
年

　
　
　
十
三
年

　
　
　
廿
七
年

攻
安
陸
。

攻
大
埜
（
野
）
王
。
十
二
月
午
鶏
鳴
時
、
．

喜
傅
。

巻
軍
。
八
月
喜
楡
史
。

四
月
、
為
安
陸
令
史
。

正
月
甲
寅
、
郡
令
史
。

四
月
癸
丑
、
喜
治
獄
郡
。

従
軍
八
月
己
亥
　
達
食
時
産
穿
耳
。

鴇
疋
年
】
今
過
安
陸
・

廿
九
年

計
年

喜
産
。

に
至
る
事
跡
を
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こ
の
よ
う
に
、
国
家
の
大
事
と
、
「
喜
」
な
る
人
物
、
及
び
そ
の
一
族
の
動
静
と
を
中
心
に
、
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
喜
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
は
秦
始
皇
の
初
年
に
官
吏
と
な
り
、
主
に
法
刑
と
関
係
の
深
い
職
務
に
就
き
、
ま
た
従
軍
も
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

と
の
編
年
記
は
、
始
皇
三
十
年
を
も
っ
て
終
っ
て
い
る
。
こ
の
年
、
喜
は
四
十
六
歳
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
墓
の
中
の
人
骨
が
推
定
四

十
五
歳
位
で
あ
る
こ
と
の
二
つ
が
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
墓
に
葬
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
編
年
記
」
に
見
え
る
「
喜
」
で
あ
り
、
彼

は
始
皇
三
十
年
に
亡
く
な
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
に
あ
げ
た
十
種
の
竹
簡
の
中
に
は
、
法
律
に
関
係
の
深
い
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
、
「
喜
」
が
生
前
そ
の
職
務
に
お
い
て
使



用
し
て
い
た
も
の
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
竹
簡
、
特
に
便
意
の
解
釈
例
を
多
数
収
め
て
い
る
「
法
律
答
問
」
を
詳
し
く
見
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
話
語
の
法
の
生
き

た
姿
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
、
従
来
、
代
表
的
な
法
家
と
さ
れ
て
き
た
韓
非
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で

あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
直
し
て
み
た
い
、
と
す
る
の
が
本
稿
の
企
図
で
あ
る
。

　

仁

　
そ
れ
で
は
、
「
法
律
答
問
」
の
内
容
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　
律
に
諾
う
。
「
闘
い
て
人
の
耳
を
央
↑
）
（
決
）
さ
ば
耐
」
と
。
今
央
耳
は
、
故
、
穿
た
ず
。
嘉
す
る
所
は
珂
の
入
る
所
に
非
ぎ
る
殴

　
　
（
也
）
。
可
（
何
）
に
論
ぜ
ん
。
律
の
謂
う
所
は
、
必
ら
ず
し
も
璋
の
入
る
所
乃
ち
央
と
爲
す
に
非
ず
。
男
女
の
耳
央
裂
せ
ば
、
皆

　
　
耐
に
立
つ
↑
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
云
夢
三
三
地
回
墓
　
四
五
〇
簡
」

　
こ
こ
に
引
用
さ
れ
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
律
と
は
、
「
商
鞍
伝
え
受
け
、
法
を
改
め
て
律
と
な
す
」
（
奮
書
刑
法
志
）
と
い
わ
れ
て
い
る
、

あ
の
商
鞍
の
律
に
相
違
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
電
飾
三
十
年
以
前
の
秦
に
お
い
て
、
商
計
以
外
に
大
規
摸
な
律
の
改
廃
が
行
わ

れ
た
と
い
う
記
録
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
「
孝
公
・
商
君
死
し
、
恵
王
位
に
即
く
に
及
び
、
秦
法
未
だ
敗
れ
ざ
る
な
り
」
（
韓
非
子
・
定
法
）
と
い
わ
れ
る
如
く
、
管
下

の
法
は
彼
個
人
の
破
滅
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
も
な
お
、
秦
国
に
於
い
て
施
行
さ
れ
、
代
々
受
け
継
が
れ
た
も
の
な

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
律
に
日
う
所
は
、
必
ず
し
も
餌
の
入
る
所
、
す
な
わ
ち
央
と
為
す
に
非
ず
」
と
あ
る

よ
う
に
、
律
の
文
言
の
意
味
を
、
具
体
的
事
情
に
即
し
て
確
定
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
喝
。

　
そ
こ
で
、
「
法
律
答
問
」
全
体
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
全
百
八
十
七
条
の
う
ち
、
「
可
（
何
）
謂
…
…
」
と
始
ま
る
木
簡
が
二
十
条

以
上
あ
り
、
文
中
に
用
い
ら
れ
た
例
ま
で
含
め
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
数
は
増
え
る
。
「
何
を
か
…
…
と
謂
う
」
と
は
、
律
の
申
の
特
定
め

文
言
の
意
味
の
確
定
を
求
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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そ
れ
は
い
い
か
え
る
と
、
法
の
解
釈
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
つ
ま
り
、
「
法
律
答
問
」
は
問
答
の
形
式
に
よ
る
律
の
解
釈
書
で
あ
る
、
と
基
本
的
に
は
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
法
律
詰
問
」
の
中
に
は
、
単
な
る
文
言
解
釈
で
は
済
ま
せ
ら
れ
な
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　
　
可
（
何
）
を
か
犯
令
、
法
令
と
爲
す
。
律
に
謂
う
所
の
者
は
、
令
に
甘
く
「
爲
す
謂
れ
、
而
し
て
之
を
爲
せ
。
是
を
犯
令
と
謂
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

　
　
令
に
曰
く
「
之
を
爲
せ
、
爲
さ
弗
れ
」
と
。
是
を
漉
天
法
）
令
と
謂
う
殴
（
也
）
。
廷
行
事
は
皆
「
犯
令
」
を
以
て
論
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
掲
書
　
五
一
二
簡
）

　
こ
こ
に
廷
行
事
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
直
言
孫
（
5
）
の
言
う
如
く
、
旧
構
成
法
の
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
廷
と

は
官
庁
の
意
味
の
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
法
廷
の
こ
と
を
指
す
、
と
考
え
て
差
し
支
え
．
な
い
。

　
従
っ
て
、
こ
の
資
料
で
は
、
商
鞍
の
時
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
基
本
法
規
で
あ
る
律
と
、
歴
代
の
君
主
の
命
令
で
あ
る
令
と
が
、
相
互

に
抵
触
し
た
場
合
の
合
理
的
な
調
整
を
果
す
役
割
を
持
っ
て
、
法
廷
に
お
け
る
前
例
・
判
例
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
人
を
告
ぐ
る
に
、
百
一
十
を
訳
す
と
。
問
う
に
、
百
を
零
す
。
告
ぐ
る
者
は
可
（
何
）
に
論
ぜ
ん
。
賃
二
甲
に
當
つ
。
着
す
る
は
百

　
　
に
し
て
、
即
ち
端
も
て
害
す
る
こ
と
十
銭
を
駕
（
加
）
う
。
告
ぐ
る
者
を
問
う
に
、
可
（
何
）
に
論
ぜ
ん
。
貨
一
盾
に
當
つ
。
賃
一

　
　
盾
と
は
律
に
磨
ず
。
然
り
と
錐
も
廷
行
事
に
は
、
不
審
を
以
て
論
じ
貨
二
甲
と
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
掲
書
　
四
〇
八
簡
）

と
、
い
っ
て
お
り
、
律
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
貨
一
盾
に
相
当
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
廷
行
事
に
よ
っ
て
、
賀
二
甲
に
あ
た
る
、
と
す
る

の
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
は
、
さ
き
の
律
と
令
と
の
調
整
に
比
し
、
　
一
層
積
極
的
な
律
に
対
す
る
働
き
か
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
律
が
、
後
世
に
成
立
し
た
。
法
廷
に
お
け
る
前
例
・
判
例
に
す
ぎ
な
い
廷
行
事
に
よ
っ
て
、
事
実
上
の
変
更
を
加
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
単
に
、
為
政
者
側
の
支
配
に
有
利
な
解
釈
を
加
え
た
、
と
考
え
る
の
は
偏
っ
た
見
方
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
立
法
者
で
あ
る
商
鞍
が
立
法
の
際
に
目
指
し
た
意
図
と
、
現
実
の
変
化
と
が
見
過
す
こ
と
の
で
き
ぬ
ほ
9
ど
に
乖
離
し
、
誰
に
も
不
利
益

を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
合
理
的
な
修
正
を
加
え
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
例
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
中
国
一
特
に
秦
代
1
の
法
は
、
固
定
し
て
い
て
融
通
な
ど
全
く
き
か
な
い
の
だ
、
と
い
う
常

「2
0
「



識
的
な
考
裏
と
は
ま
る
で
異
っ
て
い
る
の
が
「
法
律
答
問
」
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
法
は
決
し
て
硬
直
し
て
い
な
い
し
沸
恣
意
的
で

も
な
い
。

層
「
法
律
答
問
」
の
法
は
、
具
体
的
事
件
に
即
し
て
文
言
の
意
味
を
確
定
し
て
ゆ
き
、
時
に
は
文
言
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
別
的
妥
当
性
を

追
究
し
て
ゆ
く
。
そ
の
よ
う
な
積
み
重
ね
の
中
か
ら
、
前
例
・
判
例
が
生
じ
、
そ
れ
が
反
っ
て
法
を
制
約
し
修
正
す
る
に
至
る
。

　
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
る
こ
・
と
に
よ
っ
て
、
法
は
絶
え
ず
修
正
さ
れ
、
変
動
．
し
て
い
る
右
の
な
の
で
あ
る
。

　
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
・
法
は
そ
れ
自
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
有
し
、
発
展
す
る
の
で
あ
る
。
法
は
そ
の
規
範
に
よ
っ
て
社
会
を
規
制
す

る
一
方
で
、
社
会
か
ら
影
響
を
被
め
、
か
く
し
て
社
会
と
と
も
に
発
展
し
て
ゆ
く
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
「
雲
夢
話
簡
」
に
お
け
る
法
の
あ
り
方
を
、
国
家
権
力
と
家
族
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
見
る
乙
と
に
し
た
い
。

　
　
子
を
檀
に
殺
さ
ば
、
凹
し
て
城
旦
・
春
と
な
せ
。
其
の
子
、
新
ら
た
に
生
れ
て
、
怪
物
其
の
身
に
有
り
、
及
び
不
全
な
り
。
而
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
之
を
殺
す
は
罪
す
る
送
れ
。
今
、
子
を
生
み
、
子
の
身
全
き
殴
（
也
）
。
怪
物
母
（
無
）
し
。
直
、
子
多
き
を
以
て
の
故
に
ハ
其
の

　
　
衝
く
る
を
欲
せ
ず
。
即
ち
學
げ
ず
し
て
之
を
殺
す
。
可
（
何
）
に
論
ぜ
ん
℃
子
を
殺
す
、
と
下
せ
。
　
，
　
（
前
掲
書
　
四
三
九
簡
）

　
こ
の
資
料
の
前
半
部
「
罪
す
る
溢
れ
」
ま
で
は
明
文
は
な
い
が
、
後
半
部
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
律
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
、
「
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
律
で
は
、
親
は
理
由
な
く
子
を
殺
し
た
時
に
は
、
城
旦
・
春
と
い
う
労
役
刑
に
処
せ
ら
れ
る
と
規
定
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
異
っ
た
規
定
が
存
在
し
て
い
た
。

　
　
公
室
告
と
は
内
何
】
ぞ
殴
（
也
）
。
非
公
室
告
と
は
可
（
何
）
ぞ
殴
（
也
）
℃
」
賊
の
殺
・
傷
し
、
宮
入
に
蔑
す
は
公
室
と
堕
す
。
「
子
、

　
　
父
母
に
盗
し
、
父
母
、
子
及
び
三
三
を
檀
に
殺
し
刑
し
髭
す
る
は
、
一
、
公
室
告
と
爲
さ
ず
。
，
一
　
　
　
　
、
（
前
掲
書
四
七
三
簡
）

　
つ
ま
り
、
刑
罰
を
「
公
室
告
」
と
「
非
公
室
告
」
と
の
二
つ
に
分
け
て
、
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
「
公
室
告
」
と
は
、

殺
人
．
・
傷
害
・
．
窃
盗
之
い
っ
た
、
公
権
力
の
保
護
に
よ
っ
て
侵
害
毒
言
を
禁
圧
す
る
必
要
の
あ
る
犯
罪
類
型
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
「
非
公

室
告
」
と
は
、
公
権
力
の
介
入
が
な
く
と
も
秩
序
維
持
が
可
能
で
あ
う
、
そ
の
方
が
む
し
ろ
望
ま
し
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
一
π
犯
罪
類
型

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
場
合
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
子
が
父
母
の
物
を
盗
み
、
父
母
が
そ
の
子
を
殺
し
、
又
は
、
詳
言
を
殺
し
刑
抗
し
溢
し
た
時
に
は
、
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家
父
長
の
権
限
の
下
に
為
さ
れ
た
行
為
で
あ
る
の
で
、
公
権
力
は
介
入
し
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
・

　
「
非
公
室
告
」
に
あ
た
る
罪
を
無
理
に
告
訴
し
て
も
、

　
　
子
、
父
母
を
告
げ
、
臣
妾
、
主
を
告
ぐ
る
は
非
公
室
告
な
め
。
聴
く
渇
れ
。
　
’
　
～
　
　
　
　
　
　
　
（
前
掲
書
四
七
四
簡
）

と
あ
る
よ
う
に
、
・
受
理
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
・
　
　
　
一

　
こ
の
よ
う
な
「
非
公
室
告
」
と
い
う
概
念
が
生
じ
て
来
た
の
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
つ
．

　
公
権
力
の
介
入
が
な
く
と
も
秩
序
維
持
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
（
公
権
力
に
代
っ
て
秩
序
維
持
に
あ
た
る
主
体
が
存
在
す
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
次
的
に
．
は
、
さ
き
ほ
ど
見
た
よ
う
に
家
父
長
な
の
で
あ
る
ガ
、
そ
れ
を
後
ろ
で
支
え
て
い
た
の
は
、

郷
党
集
団
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
．
嵩
置
及
び
そ
れ
以
前
に
は
、
人
々
は
農
民
を
も
含
め
て
城
郭
内
に
居
住
し
て
お
り
、
里
を
単
位
と
し

て
相
互
扶
助
的
な
団
結
を
有
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
共
同
の
祭
祀
が
行
な
わ
れ
、
精
神
的
な
ま
と
ま
り
を
も
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

宇
都
宮
清
吉
氏
は
、

　
’
儒
學
は
、
郷
村
に
お
け
る
、
も
っ
と
も
普
通
な
民
衆
の
家
族
生
活
が
、
，
そ
の
具
農
的
な
場
と
な
さ
れ
て
い
る
哲
學
で
あ
る
。
…
…
儒

　
　
學
に
お
け
る
實
践
道
徳
と
し
て
、
込
つ
と
も
重
く
見
ら
れ
る
孝
と
は
、
民
衆
の
日
常
生
活
の
基
礎
と
な
っ
て
い
乃
、
家
族
の
モ
ラ
ー

　
　
ル
で
あ
る
。
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
．
’
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
’
　
　
　
・
・
　
’
　
“
　
　
　
　
　
　
　
（
古
代
帝
国
史
概
論
）
↑
）

と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

　
秦
に
お
い
て
は
、
・
－
他
国
に
比
し
儒
家
的
伝
統
が
少
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
な
お
右
の
如
き
家
族
内
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
・
郷
党
の
団
結
が

強
い
影
響
力
を
有
し
、
公
権
力
の
介
入
を
阻
ん
で
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
・

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
秦
の
法
の
実
態
は
、
秦
の
専
制
権
力
が
必
ず
し
略
貫
徹
し
て
い
な
い
こ
と
層
（
・
我
々
に
示
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
固
定
的
で
な
く
、
解
釈
に
よ
る
法
の
創
造
を
許
す
柔
軟
な
法
が
存
在
ル
、
ま
た
、
家
族
内
の
事
件
に

は
、
敢
て
介
入
し
よ
う
と
は
し
な
い
法
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
従
来
、
法
に
よ
る
強
力
な
統
治
を
謳
わ
れ
て
い
た
秦
に
お
い
て
さ
え
、
そ
の
法
は
万
能
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
い
状
態
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
の
章
を
終
る
に
あ
た
っ
て
、
「
法
律
答
問
」
の
資
料
と
b
て
の
性
格
に
つ
い
て
《
補
足
し
て
論
じ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
，
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h
そ
れ
は
、
地
方
性
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
墓
勤
学
の
経
歴
は
、
郡
県
の
下
級
官
吏
に
止
ま
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
従
っ

て
、
「
法
律
答
問
」
は
、
た
か
だ
か
一
地
方
の
実
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
秦
国
全
体
の
法
の
運
用
と
、
ど
れ
だ
け
関
わ
る
も
の

で
あ
っ
た
か
は
判
ら
な
い
、
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
危
催
は
当
っ
て
い
な
い
。
中
央
で
、
秦
国
全
体
に
施
行
さ
れ
る
法
の
運
用
に
あ
た
っ
て
い
た
の
は
、
官

僚
た
ち
で
あ
る
。
で
は
彼
ら
は
い
か
な
る
出
身
の
人
々
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
後
世
「
芸
子
」
と
呼
ば
れ
る
大
官
の
子
弟
か
、
も
し
く
は

郡
県
よ
り
推
挙
意
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
後
者
の
、
郡
県
よ
り
推
挙
さ
れ
ゐ
者
は
、
多
く
郡
県
の
属
官
の
う
ち
、
成
績
の
良
い

者
で
あ
っ
た
。

　
　
秦
の
御
史
の
郡
を
監
す
る
者
、
と
も
に
事
に
従
い
て
常
に
之
を
辮
ず
。
何
、
す
な
わ
ち
洒
水
卒
史
に
給
し
、
事
第
一
な
り
。
秦
の
御

　
　
史
、
入
り
て
言
い
て
何
を
徴
さ
ん
と
欲
す
。
何
、
固
く
請
い
て
行
く
こ
と
な
き
を
得
た
り
。
　
　
　
　
　
　
（
史
記
瀟
相
国
世
家
）

　
ま
た
、
「
明
主
の
吏
は
、
宰
相
、
必
ず
州
部
よ
り
起
り
、
猛
将
、
必
ず
卒
伍
よ
り
嚢
ゐ
」
（
韓
非
子
顯
學
）
と
い
う
言
葉
も
あ
り
、
事

実
、
あ
の
李
斯
は
「
年
少
の
時
、
郡
の
小
吏
と
爲
る
」
　
（
史
記
流
離
列
伝
）
と
あ
っ
て
、
初
め
は
地
方
の
属
吏
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
だ
か
ら
、
・
当
時
に
お
い
て
は
、
地
方
の
属
僚
と
い
亮
ど
略
、
中
央
の
官
職
に
転
じ
、
や
が
て
は
宰
相
に
ま
で
至
る
こ
と
込
充
分
可
能
で

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
後
世
と
は
異
な
り
、
士
人
た
る
官
僚
と
庶
民
た
る
吏
と
は
、
明
確
に
分
離
さ
れ
て
お
ら
ず
、
・
「
聖
子
」

出
身
者
と
郡
県
の
属
僚
出
身
者
と
の
対
立
感
情
も
、
問
題
に
す
る
ほ
ど
の
こ
と
億
な
か
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
・
当
時
、
法
の
運
用
に
あ
た
っ
て
い
た
人
々
は
、
地
方
と
中
央
之
を
問
わ
ず
、
．
一
ヒ
つ
の
官
僚
社
会
に
属
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
こ
の
「
法
律
答
問
」
は
、
単
に
郡
県
レ
ベ
ル
の
法
の
運
用
に
限
定
さ
れ
た
資
料
で
は
な
く
、
白
票
全
体
の
法
の
運
用
に
関
係

す
る
資
料
で
あ
る
と
考
え
て
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
で
、
秦
に
お
け
る
法
の
現
実
の
態
様
は
、
右
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
秦
の
法
に
対
し
、
従
来
、
最
も
強
い
影
響
を
与
え

た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
韓
非
の
思
想
を
次
に
検
討
し
、
・
そ
の
影
響
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
に
し
速
い
。
．
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韓
非
は
、
韓
の
諸
公
子
と
し
て
生
れ
、
戦
国
時
代
の
最
末
期
を
生
き
た
思
想
家
で
あ
る
。
彼
の
秦
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

　
　
秦
王
、
孤
憤
五
癒
の
書
を
見
て
導
く
、
嵯
乎
、
工
人
、
こ
の
人
を
見
、
こ
れ
と
と
も
に
游
ぶ
を
得
れ
ば
、
死
す
と
も
恨
み
ず
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
　
老
荘
申
韓
列
伝
）

と
あ
っ
て
、
史
記
に
よ
れ
ば
秦
王
の
韓
非
の
著
作
に
対
す
る
傾
倒
ぶ
り
は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
て
、
韓
非
の
死
後
も
、
同
門
の
李
斯
が
そ

の
思
想
を
実
践
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
、
ま
ず
韓
非
の
思
想
の
大
要
を
と
り
ま
と
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
現
在
、
我
々
は
韓
非
の
名
を
冠
し
た
著
作
．
と
」
し
て
、
「
韓
非
子
」
五
十
五
篇
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
連
綿

の
著
作
の
例
に
も
れ
ず
「
人
、
「
時
の
作
で
は
な
く
、
後
学
に
至
る
ま
で
書
き
つ
が
れ
た
篇
を
、
後
に
「
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
「

従
っ
て
、
「
韓
非
子
」
の
中
か
ら
、
韓
非
そ
の
人
の
思
想
を
伝
え
て
い
る
篇
を
取
り
出
し
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
韓
非
の
思
想
を
論
じ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
作
業
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
為
さ
れ
て
お
り
↑
）
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
韓
非
の
自
作
と
認
め
ら
れ
る
篇
は
、
孤

憤
・
説
難
・
姦
劫
斌
臣
・
五
霊
・
里
長
の
諸
篇
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
も
て
れ
ら
の
篇
に
よ
っ
て
、
韓
非
の
思
想
を

論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
韓
非
が
生
き
た
時
代
に
は
、
戦
国
の
た
び
重
な
る
戦
禍
と
政
治
的
社
会
的
混
乱
と
が
あ
っ
た
。
彼
は
、
問
い
か
け
る
。
こ
の
い
つ
果
て
る

と
も
知
れ
ぬ
混
乱
を
ひ
き
起
し
、
そ
れ
を
遇
め
る
術
を
も
知
ら
な
い
か
に
見
え
る
墨
黒
と
は
、
一
体
い
か
な
る
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
か
、

と
。
そ
れ
に
対
す
る
彼
の
答
は
、
　
　
　
、
　
。

　
　
民
の
故
計
は
、
皆
安
利
に
就
き
、
興
隆
窮
を
避
く
。
今
、
之
が
搦
め
に
攻
戦
し
て
、
進
め
ば
則
ち
敵
に
死
し
、
退
け
ば
則
ち
詠
に
死

　
　
す
。
則
ち
危
し
。
私
家
の
事
を
弄
て
て
、
汗
馬
の
勢
を
必
し
、
家
困
し
み
て
上
、
論
ぜ
ず
。
則
ち
窮
せ
り
。
窮
危
の
在
る
所
、
民
安
ん

　
　
ぞ
避
く
る
な
き
を
得
ん
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
非
子
　
五
霊
）

　
ま
た
、

　
　
夫
れ
安
利
な
る
者
は
之
に
就
き
、
危
害
な
る
者
は
之
を
去
る
。
此
れ
人
の
情
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
非
子
姦
劫
忠
臣
）

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
皆
、
安
逸
と
利
益
と
を
求
め
て
行
動
し
、
そ
の
ま
ま
で
は
善
に
お
も
む
く
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
考
え
な
の

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
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こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
は
、
韓
非
が
修
学
し
た
と
い
わ
れ
る
葡
子
の
人
間
観
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
三
子
に
お
い
て
は
「
人
の
性
は
悪
な
り
。
そ
の
善
な
る
者
は
偽
な
り
」
と
性
悪
説
を
主
張
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
一
方

で
、
「
師
法
の
化
」
を
力
説
し
て
い
る
。

　
　
善
を
積
み
徳
を
成
し
、
而
し
て
神
明
自
ら
得
、
聖
心
備
わ
る
。
故
に
心
髄
を
積
ま
ぎ
れ
ば
、
以
て
千
里
に
至
る
こ
と
無
し
。
小
流
を

　
　
積
ま
ぎ
れ
ば
、
以
て
江
海
を
成
す
無
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
憶
想
勧
學
）

　
努
力
を
積
み
重
ね
て
、
徳
を
完
成
さ
せ
塩
．
聖
心
が
身
に
備
わ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
爬
、
葡
子
に
お
い
て
は
渦
な
お
、
後
天
的
な
修
養
に
よ
る
内
面
的
道
徳
性
の
完
成
層
信
じ
て
い
る
が
、
韓
非
は
そ
れ
を
否
定

す
る
つ
そ
し
て
、
今
の
世
に
、
仁
義
道
徳
は
何
の
よ
き
こ
と
を
齎
ら
そ
う
か
、
と
い
う
。

　
　
文
王
は
仁
義
を
行
い
て
、
天
下
に
王
た
り
。
俣
王
は
仁
義
を
行
い
て
、
そ
の
國
を
喪
せ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
非
子
五
五
）

　
そ
の
上
、
韓
非
は
、
幽
意
志
を
通
じ
あ
わ
せ
る
こ
と
の
困
…
難
さ
を
指
摘
す
る
。

　
　
其
の
説
を
径
省
す
れ
ば
、
則
ち
以
て
不
智
と
爲
b
て
之
を
拙
く
。
米
藍
博
辮
な
れ
ば
、
則
ち
以
て
多
と
画
し
て
之
を
交
す
。
一
事
を
略

　
　
し
寛
を
陳
ぶ
れ
ば
、
則
ち
怯
者
に
し
て
叢
さ
ず
と
愁
い
、
・
事
を
慮
る
こ
と
白
石
な
れ
ば
、
則
ち
草
野
に
し
て
侶
侮
な
り
と
宣
う
。
此

　
　
れ
説
く
て
と
の
…
難
き
、
、
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
非
子
説
難
）

　
こ
れ
ら
を
論
拠
と
す
る
韓
非
の
人
間
観
は
、
人
間
の
暗
い
面
を
強
く
意
識
し
た
、
人
間
不
信
論
で
あ
る
。
・
特
に
、
民
衆
は
何
を
な
す
べ

き
か
を
知
ら
な
い
し
、
r
知
ろ
う
と
も
し
な
い
一
と
い
う
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
、
韓
非
は
、
‘
仁
義
道
徳
を
捨
て
、
外
面
的
一
強
制
的
規
範
た
る
法
に
、
目
を
向
け
る
の
で
あ
る
。

　
　
今
、
不
才
の
子
あ
り
。
父
母
、
之
を
怒
る
も
、
爲
め
に
改
め
ず
。
郷
人
、
之
を
謙
む
る
も
、
重
め
に
動
か
ず
ρ
師
長
、
之
を
教
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ

　
　
も
憾
め
に
攣
ぜ
ず
。
惚
れ
父
母
の
愛
、
郷
人
の
行
、
師
長
の
智
を
以
て
し
、
三
美
焉
に
加
う
。
而
も
終
に
動
か
ず
。
そ
の
脛
毛
も
改

　
　
め
ず
。
州
部
の
吏
、
官
兵
を
操
り
、
公
法
を
推
し
て
姦
人
を
求
塾
す
れ
ば
、
然
る
後
恐
催
し
、
そ
の
節
を
攣
じ
、
そ
の
行
を
易
う
鴫

　
　
．
故
に
父
母
の
愛
も
、
以
て
子
を
教
う
る
に
足
ら
ず
。
必
ず
州
部
の
嚴
刑
を
待
つ
者
は
、
民
は
固
よ
り
、
愛
に
驕
り
威
に
聴
け
ば
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
非
子
　
五
三
）

「
と
い
っ
て
、
い
か
な
る
愛
情
と
い
え
ど
も
、
も
ち
ま
え
が
悪
で
あ
る
人
間
に
は
何
の
効
果
も
あ
り
は
し
な
い
。
、
役
人
が
武
器
と
法
令
と
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に
よ
っ
て
取
締
っ
た
と
き
に
の
み
効
果
が
あ
る
。
ゆ
え
に
、
法
こ
そ
は
仁
愛
に
ま
さ
っ
て
《
性
悪
な
る
人
間
を
管
理
す
る
際
に
役
立
っ
の

で
あ
る
、
と
法
の
有
用
性
を
説
く
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
韓
非
は
、
法
の
有
用
性
・
優
位
性
を
、
．
歴
史
的
に
も
証
明
し
よ
う
と
試
み
る
つ
こ
こ
で
、
｝
我
々
は
彼
の
歴
史
観
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

　
彼
は
言
う
。
上
古
以
来
、
生
活
様
式
は
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
指
導
原
理
も
亦
変
化
し
て
き
た
、
と
。
す
な
わ
ち
　
「
世
、
異
な
れ

ば
、
黒
山
異
な
り
」
「
事
、
異
な
れ
ば
、
則
ち
備
攣
ず
」
従
っ
て
、
「
上
古
は
道
徳
に
競
い
　
二
世
は
智
謀
を
逐
い
、
當
今
は
氣
力
を
争

う
」
（
五
霊
）
と
い
う
考
え
方
が
生
ず
る
に
至
，
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
一
種
の
発
展
史
観
と
も
い
え
よ
う
。

　
こ
の
発
展
は
、
生
活
様
式
（
生
産
力
を
も
含
め
た
Y
の
変
化
に
伴
う
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
必
然
的
な
変
化
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
た
。

　
．
与
れ
古
今
、
俗
を
異
に
し
、
新
故
、
備
を
異
に
す
。
如
し
寛
緩
の
政
を
以
て
急
世
の
民
を
治
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
猶
轡
策
な
く
し
て

　
　
騨
馬
を
御
す
る
が
ご
と
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
非
子
　
五
爵
）

　
当
代
の
民
を
治
め
ん
と
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
生
活
様
式
の
変
化
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
。

　
し
か
る
に
、
儒
家
や
墨
家
の
徒
は
、
先
王
の
時
代
に
の
み
適
切
と
し
か
言
え
な
か
っ
た
理
念
を
、
当
代
に
も
、
あ
い
変
ら
ず
施
す
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
、
仁
義
や
兼
愛
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
世
の
変
化
を
知
ら
ぬ
者
の
言
で
あ
っ
て
、
「
今
、
発
舜
萬
湯
武
の
道

を
當
今
の
世
に
美
と
す
る
者
あ
ら
ば
、
必
ず
三
聖
の
笑
と
爲
ら
ん
」
　
（
五
蜜
）
「

　
滑
稽
な
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
る
、
と
。

　
さ
て
、
韓
非
は
、
以
上
の
如
き
人
間
観
と
歴
史
観
と
に
基
い
て
、
独
自
の
政
治
理
論
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
人
間
は
利
に
よ
っ
て
行
動
す
る
存
在
で
あ
り
、
民
衆
は
と
り
わ
け
愚
鈍
な
存
在
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
善
行
を
期
待
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
に
よ
っ
て
そ
の
悪
行
を
抑
え
、
秩
序
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
煮
れ
聖
人
の
嫡
々
治
む
る
は
、
人
の
吾
が
爲
め
に
善
な
る
を
蕾
ま
ず
し
て
、
其
の
非
を
宣
す
を
得
ぎ
る
を
用
う
る
な
り
。
人
の
吾
が

　
　
爲
め
に
善
な
る
を
侍
ま
ば
、
境
内
、
什
急
な
ら
ず
。
人
の
非
を
呈
す
を
得
ざ
る
を
弄
う
れ
ば
、
一
国
締
し
く
治
を
爲
さ
し
む
べ
き
な

　
　
り
。
衆
き
を
用
い
て
、
寡
き
を
三
つ
。
故
に
徳
を
務
め
ず
し
て
法
を
務
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
韓
非
子
　
顯
學
）

　
徳
に
よ
っ
て
は
、
成
し
遂
げ
得
な
い
、
「
治
國
」
を
法
は
実
現
し
得
る
が
故
に
忽
々
行
う
の
だ
沸
と
い
う
。
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ま
た
、

　
　
叢
れ
嚴
刑
は
民
の
畏
る
る
所
な
り
。
重
罰
は
民
の
悪
む
所
な
り
。
故
《
聖
岳
慮
そ
の
細
る
る
所
を
陳
べ
て
、
以
て
そ
の
裏
を
禁
じ
、

　
　
そ
の
認
む
所
を
設
け
て
、
以
て
そ
の
姦
を
防
ぐ
。
こ
こ
を
以
て
「
國
安
く
し
て
暴
齪
起
ら
ず
。
　
　
　
　
’
　
（
韓
非
子
姦
早
年
臣
）

　
民
の
畏
れ
亙
る
所
の
刑
罰
に
よ
っ
て
、
民
の
非
行
を
禁
ず
る
な
ら
ば
、
国
家
は
安
定
ル
、
乱
が
起
る
乙
と
は
な
い
、
と
も
い
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
湘
や
は
り
法
に
基
い
て
刑
を
定
め
て
施
行
す
る
こ
と
こ
そ
、
政
治
を
安
定
き
せ
る
為
の
必
須
条
件
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
韓
非
の
思
想
を
の
べ
て
き
た
が
、
彼
の
思
想
の
要
は
、
政
治
理
論
に
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
が
、
法
で
あ
る
。

　
で
は
、
韓
非
に
お
け
る
法
と
は
一
体
、
如
何
な
る
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
四
（

　
韓
非
子
」
に
見
え
．
る
法
と
は
（
君
主
の
命
令
と
し
て
の
実
定
法
で
あ
る
と
し
て
、
実
定
法
の
み
を
法
源
と
ル
て
認
め
、
．
、
特
に
国
家
に
よ
る

制
定
法
を
軍
遅
し
、
実
定
法
の
ほ
か
に
、
’
こ
れ
を
超
え
た
絶
対
的
・
普
遍
的
な
価
値
か
ち
導
き
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
目
然
法
を
認
め
よ
う

と
し
な
い
立
場
1
そ
れ
が
法
実
証
主
義
電
の
で
あ
る
が
一
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
通
常
の
理
解
で
あ
る
。

　
た
だ
、
．
韓
非
の
自
作
と
さ
れ
る
古
い
諸
篇
で
は
、
法
の
定
義
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
’
佃
中
耕
太
郎
氏
は
、
藩
老
・
喩
老
な
ど
の
篇
に
み
ら
れ
る
、
道
家
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
て
、
「
韓
非
の
如
き
は
商
鞍
、

愼
到
の
如
き
極
端
な
法
実
証
主
義
者
で
は
な
く
、
其
の
思
想
的
根
抵
に
自
然
法
思
想
が
伏
在
し
、
無
意
識
に
し
ろ
実
定
法
の
権
威
が
其
威

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
得
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
↑
）
」
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
」
私
は
こ
一
の
見
解
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
韓
非
後
学
の
作
に
は
、

　
　
人
主
の
大
物
億
、
法
に
あ
ら
ざ
れ
ば
す
な
わ
ち
術
な
り
。
法
は
こ
れ
を
圖
籍
に
編
著
し
、
こ
れ
を
官
府
に
設
け
て
、
「
鴫
こ
れ
を
百
姓
に

　
　
布
く
も
の
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
非
子
難
三
）

或
い
は
、
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明
主
の
國
、
令
は
言
の
最
も
貴
き
者
な
り
。
法
は
事
の
最
．
も
適
う
者
な
り
。
言
、
二
貴
な
く
、
法
、
爾
適
せ
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
非
子
　
三
三
）

と
あ
っ
て
、
法
と
は
、
成
文
法
と
し
て
官
庁
に
蔵
さ
れ
、
人
民
に
公
布
す
る
騰
の
で
あ
る
㍉
と
考
え
ら
れ
て
い
た
9
ま
た
、
明
主
の
国
で

は
、
法
令
こ
そ
が
最
高
の
権
威
で
あ
る
、
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
は
》
紛
れ
も
な
く
法
実
証
主
義
の
立
場
に
立
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
て
、
韓
非
自
身
の
考
え
方
に
つ
い
て
も
、
彼
の
自
著
た
る
諸
篇
に
は
、
・
政
治
を
混
乱
よ
り
救
う
た
め
の
基
準
と
し
て
機
能
す
る

成
文
法
に
よ
っ
て
統
治
し
、
君
主
権
を
強
化
し
て
強
国
を
致
す
、
と
い
う
考
え
が
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
こ
と
を
看
取
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　
「
廉
貞
の
行
成
り
て
、
君
上
の
法
犯
さ
る
」
（
五
蜜
）
と
い
っ
て
、
君
主
と
法
と
を
結
び
つ
け
て
．
考
え
て
お
り
、
「
罰
は
重
く
し
て
零
し
、

民
を
し
て
之
を
畏
れ
し
む
る
に
如
く
は
斎
く
、
法
は
「
に
し
て
固
く
、
民
を
し
て
之
を
知
ら
し
む
る
に
如
く
は
な
し
」
（
五
嶽
）
と
い
い
、

「
故
に
有
術
の
君
は
、
適
然
の
善
に
随
わ
ず
し
て
、
必
然
の
道
を
行
う
」
（
顯
學
）
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
政
治
の
基
準
と
し
て
の
法
を
論

じ
て
い
る
例
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
、
君
主
権
の
強
化
及
び
強
国
の
道
に
つ
い
て
は
、
韓
非
子
の
各
篇
で
論
じ
て
い
る
主
題
で
あ
る
が
、

国
家
に
仇
な
す
、
五
つ
の
害
悪
を
除
く
べ
し
、
と
論
ず
る
五
霊
篇
は
、
そ
れ
が
殊
に
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
従
っ
て
、
韓
非
も
や
は
り
、
実
定
法
を
重
視
す
る
本
来
の
法
実
証
主
義
的
立
場
を
と
っ
て
い
た
、
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

一
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五
（

　
次
に
、
視
点
を
少
し
く
変
え
て
、
韓
非
の
思
想
の
特
色
と
い
わ
れ
る
現
実
主
義
的
立
場
↑
）
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

　
確
か
に
そ
め
よ
う
に
言
う
事
は
誤
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
韓
非
は
、
「
参
験
以
て
之
を
審
に
す
」
（
姦
三
白
臣
）
と
い
っ
て
現
実
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

合
致
す
る
こ
と
を
重
ん
じ
て
お
り
、
又
、
「
漬
れ
法
を
以
て
刑
を
行
い
て
、
君
こ
れ
が
た
め
に
流
涕
す
る
は
、
此
れ
仁
を
貸
す
も
．
．
噛
以
て

治
を
爲
す
に
非
ざ
る
な
り
」
（
船
霊
）
と
も
い
っ
て
ふ
そ
こ
に
は
実
効
性
を
尊
ぶ
姿
勢
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
上
、
他
の
個
所
に
お
い
て
も
、
現
実
主
義
的
立
場
を
表
明
し
て
い
る
個
所
を
、
指
摘
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。



　
し
か
b
な
が
ち
、
現
実
主
義
的
立
場
を
沸
最
も
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
言
葉
に
「
便
」
が
あ
る
』
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
は
こ
の
「
便
」

の
用
例
を
手
掛
か
り
ど
し
て
、
韓
非
の
現
実
主
義
的
立
場
を
考
え
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
便
」
の
字
は
、
太
田
方
に
よ
れ
ば
「
便
利
の
便
」
と
解
さ
れ
て
い
る
翁
）
。
「
准
南
子
」
本
経
訓
注
に
も
、
「
便
信
利
な
り
」
と
あ
る
。

ま
た
「
説
文
解
毒
」
に
も
、
「
優
は
安
な
り
ゃ
，
人
、
不
便
あ
れ
ば
、
之
を
便
に
す
。
故
に
人
愛
に
惑
う
」
と
い
っ
て
お
り
、
や
は
り
便
利

の
意
味
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
「
便
」
の
字
は
、
「
韓
非
子
」
全
書
に
は
、
二
十
四
か
所
の
使
用
例
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
韓
非
の
自
著
と
考
え
ら
れ
て
い
る
古
い
諸
島
に
お
い
て
は
、
わ
ず
か
に
四
例
を
算
す
る
の
み
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

　
　
臣
の
利
は
、
朋
重
し
て
私
を
用
う
る
に
あ
り
。
是
を
以
て
國
地
削
ら
れ
て
私
家
富
み
、
主
上
赴
く
し
て
大
臣
重
し
。
故
に
主
、
勢
を

　
　
失
い
て
、
臣
、
國
を
得
、
主
は
更
め
て
蕃
臣
と
樗
し
て
、
相
室
、
符
を
剖
く
。
此
れ
人
臣
の
主
を
謡
わ
り
て
私
に
便
に
す
る
所
以
な

　
、
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
非
子
　
孤
憤
）
・

　
こ
こ
で
は
、
「
私
的
な
便
宜
を
は
か
っ
て
、
公
的
秩
序
に
そ
む
く
」
と
い
う
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
法
家
思
想
の
立
場
か
ら

は
否
定
的
な
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
に
止
暮
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
篇
に
お
い
て
、
「
便
」
の
字
の
用
例
を
検
索
し
て
み
て
も
、
説
林
下
・
内
外
儲
下
等
に
、
散
発
的
に
見
出
し
得
る
に
す
ぎ
な

い
。
た
だ
、
忠
孝
に
は
三
か
所
、
「
便
」
の
字
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
否
定
的
な
用
法
で
あ
る
。
「

　
僅
か
に
、
，

　
　
春
日
く
、
子
を
し
て
高
・
國
の
上
に
立
た
し
め
ん
、
と
。
管
仲
曰
く
、
臣
貴
し
、
然
れ
ど
も
亡
命
し
、
と
。
春
日
く
、
子
を
し
て
三

　
　
鋸
の
家
あ
ら
し
め
ん
、
と
。
管
仲
日
く
、
‘
臣
富
め
り
」
然
れ
ど
も
臣
疏
な
り
、
と
。
こ
こ
に
於
い
て
立
て
て
以
て
仲
父
と
爲
す
。
留

　
「
略
曰
く
、
…
冷
三
略
）
　
…
管
仲
は
貧
る
に
非
ず
、
以
て
治
に
便
す
る
な
り
A
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
（
韓
非
子
難
一
）

　
右
の
場
合
に
は
（
「
便
利
の
便
」
の
意
味
に
用
い
ち
れ
て
い
る
。
し
か
し
へ
そ
の
よ
う
な
例
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
か
λ
っ
て
、
同
時
代
の
他
の
書
物
の
中
に
、
「
便
利
の
便
」
の
用
例
を
見
価
す
こ
と
が
で
き
る
ゆ

　
　
南
郡
守
騰
、
県
道
の
箇
夫
に
謂
う
。
　
古
は
民
各
々
郷
俗
あ
る
も
、
そ
の
利
と
す
る
と
こ
ろ
、
及
び
好
悪
同
じ
か
ち
ず
し
て
、
或
は

　
　
民
に
便
な
ら
ず
邦
に
害
あ
り
。
：
・
…
（
中
略
）
　
…
…
而
し
て
令
丞
の
明
智
な
ら
ざ
る
は
甚
だ
不
便
な
り
。
　
　
（
雲
古
着
簡
、
語
書
）
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ま
た
、
史
記
始
皇
本
紀
で
は
、
封
建
の
論
議
の
際
、
次
の
よ
う
な
応
答
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
す
な
わ
ち
、
丞
相
王
臣
は
「
諸
子
を
立
て
」
て
、
王
と
な
さ
ん
と
上
奏
し
、
始
皇
帝
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
群
臣
に
は
か
る
と
、
「
群

臣
以
て
便
と
な
す
」
と
答
え
、
大
勢
は
封
建
を
支
持
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
廷
尉
李
斯
の
み
は
敢
て
こ
れ
に
反
論
し
、
「
諸
侯
を
置
く

は
便
な
ら
ず
」
と
主
張
し
た
。
こ
れ
が
始
皇
帝
に
容
れ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
郡
県
制
が
全
国
一
律
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
。

　
さ
ら
に
、
三
子
三
兵
篇
後
段
に
は
、

　
　
李
斯
、
孫
卿
子
に
問
う
て
曰
く
、
秦
、
四
世
勝
あ
り
。
兵
、
海
内
に
強
く
、
威
、
諸
侯
に
行
わ
る
。
仁
義
を
以
て
之
を
爲
す
に
非
ざ

　
　
る
也
。
便
を
以
て
事
に
従
う
而
已
。

と
あ
り
、
商
君
書
に
も
、

　
　
礼
は
事
に
便
す
る
所
以
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
商
極
書
更
法
）

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
で
は
、
「
国
家
の
統
治
に
便
利
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
こ
そ
は
、
法
家
の
現
実
主
義
的
な
面
を
も
っ
と
も
よ
く
表
わ
す
用
法
で
あ
る
と
い
え
よ
ジ
つ
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
用
例
で
は
、
「
便

な
り
」
と
い
う
言
葉
が
、
つ
ね
に
、
秦
の
政
治
と
の
関
連
に
お
い
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
な
ん
と
な
れ
ば
、
「
便
」
の
字
が
韓
非
子
の
古
い
諸
篇
の
中
で
な
く
、
他
の
同
時
代
の
文
献
の
中
で
、
秦
の
政
治
に
言
及
さ
れ
る
際
に

頻
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
秦
の
政
治
の
方
が
、
韓
非
の
思
想
よ
り
も
、
法
家
の
現
実
主
義
的
傾
向
に
よ
り
近
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
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馳
秦
の
政
治
は
、
商
工
の
変
法
以
来
、
法
家
思
想
の
影
響
の
下
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
商
鞍
そ
の
人
が
刑
死
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
変

る
こ
と
な
く
そ
の
後
學
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
戦
国
末
の
諸
文
献
に
お
い
て
見
ら
れ
る
秦
の
政
治
の
強
い
現
実
主
義
的
立
場
に
つ
い
て
は
、
諸
費
以
来
の
秦
の
伝
統
に
基

づ
い
て
い
る
、
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　
　
始
皇
は
職
国
を
兼
饗
し
、
遂
に
先
王
の
法
を
殿
ち
、
手
空
の
官
を
滅
す
。
専
ら
刑
罰
に
任
じ
、
躬
ら
文
墨
を
操
り
、
書
は
獄
を
断
じ
、



　
　
夜
は
書
を
理
む
。
自
ら
寄
し
事
を
決
し
、
日
に
石
之
一
を
懸
け
、
呈
に
申
ら
ず
ん
ば
休
息
す
る
を
得
ず
。
　
　
（
漢
書
刑
法
志
）

　
ま
た
、

　
　
導
管
は
終
始
五
徳
の
傳
を
推
し
、
お
も
え
ら
く
周
、
火
徳
を
得
た
り
と
。
秦
、
周
に
代
り
て
徳
、
勝
た
ざ
る
所
に
濯
う
。
…
…
（
申
略
）

　
　
…
…
以
て
、
水
徳
の
始
は
、
剛
毅
戻
深
に
し
て
事
、
皆
法
に
決
し
、
刻
削
に
し
て
、
仁
恩
和
議
な
し
。
然
る
後
、
五
徳
の
藪
に
合
す

　
　
と
幸
す
。
是
に
於
て
、
法
を
急
に
し
て
、
久
し
き
者
も
赦
さ
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
託
秦
始
皇
本
紀
）

　
こ
の
よ
う
に
、
史
書
は
始
皇
帝
の
政
治
を
批
判
し
、
そ
れ
は
「
刻
削
に
し
て
、
仁
恩
和
議
な
」
き
法
治
を
行
っ
た
為
で
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
「
孤
憤
・
五
猛
の
書
を
読
み
」
深
く
感
ず
る
所
あ
っ
た
が
「
ゆ
え
で
あ
る
と
い
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
考
え
は
当
を
得
た
も
の
で
は
な
い
。

　
そ
れ
は
、
先
に
論
じ
た
如
く
、
第
一
に
は
、
韓
非
の
法
思
想
は
、
法
実
証
主
義
の
立
場
に
立
ち
、
斉
一
で
強
固
な
法
に
よ
る
統
治
、
君

主
権
の
強
化
に
よ
り
強
国
を
致
す
為
の
法
を
考
え
る
の
に
対
し
、
秦
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
法
は
、
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
を
考
慮
し

た
柔
軟
な
法
、
成
文
法
以
外
の
判
例
法
を
認
め
る
よ
う
な
、
そ
れ
自
体
、
生
き
て
変
動
し
て
い
み
法
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
に
は
、
現
実
主
義
的
立
場
に
関
し
て
は
、
「
便
」
の
用
例
の
如
く
韓
非
よ
り
も
、
秦
の
政
治
の
中
で
見
ら
れ
る
思
想
の
方
が
、
よ

り
徹
底
し
て
い
た
…
か
ら
で
あ
る
。

　
も
う
一
度
言
い
換
え
る
と
、
秦
は
、
法
の
施
行
・
運
用
の
面
で
は
、
法
律
万
能
を
む
し
ろ
否
定
し
て
お
り
、
韓
非
の
思
想
ほ
ど
に
は
徹

底
的
で
は
な
か
っ
た
が
、
政
治
施
策
の
面
で
は
、
韓
非
を
越
え
て
、
極
め
て
現
実
主
義
的
に
行
動
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
韓
非
の
法
思
葱
は
、
秦
の
現
実
と
は
遊
離
し
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
史
実
の
言
う
如
き
韓
非
の
思
想

の
、
秦
へ
の
深
い
影
響
億
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
b
か
し
な
が
ら
、
郡
県
制
の
施
行
、
文
字
の
統
一
な
ど
秦
の
天
下
統
一
に
よ
っ
て
な
し
遂
げ
ら
れ
た
事
業
は
多
く
、
そ
の
影
響
は
永
く

後
世
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

　
そ
れ
は
一
面
で
縁
、

　
　
故
に
明
主
φ
國
、
書
蘭
の
文
な
く
、
法
を
以
て
教
之
逸
す
。
先
王
の
直
な
く
、
吏
を
以
て
師
と
逸
す
。
私
劔
の
露
な
く
、
斬
首
を
以

　
　
て
勇
と
爲
す
。
」
是
を
以
（
包
て
境
内
の
民
、
そ
の
言
談
ず
る
者
は
必
ず
法
に
聾
し
、
動
作
す
る
者
は
之
を
功
に
書
し
、
勇
を
歯
す
者
は
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之
を
軍
に
書
す
。
是
の
故
に
事
な
け
れ
ば
則
ち
國
富
み
、
事
あ
れ
ば
則
ち
兵
強
し
。
此
を
直
れ
王
位
と
謂
う
。
既
に
王
資
を
畜
わ
え

　
　
　
　
　
　
ひ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

　
　
て
狂
言
の
聾
を
旧
く
。
五
帝
を
超
え
三
王
に
伶
し
き
者
億
必
ず
此
の
法
な
り
。
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
非
子
　
五
蜜
M

と
語
っ
た
韓
非
の
理
想
が
実
現
し
た
、
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
、
韓
非
は
秦
帝
国
の
あ
ま
り
に
も
早
い
崩
壊
ま
で
は
、
予
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

　
私
は
韓
非
の
鋭
い
論
理
も
、
現
実
か
ら
、
’
や
や
遊
離
し
て
い
る
点
が
あ
っ
た
為
で
あ
る
、
と
考
え
た
い
。

　
秦
は
強
大
な
権
力
を
誇
っ
て
い
る
か
に
見
え
た
が
、
実
は
「
非
公
室
告
」
の
存
在
を
容
認
し
細
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
て
乏
で
も
判
乃

如
く
、
権
力
の
介
入
を
許
さ
な
い
郷
党
集
団
の
強
固
な
団
結
を
黙
認
し
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
配
が
成
り
立
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
民
間
秩
序
の
力
を
軽
視
し
て
、
抑
圧
す
る
こ
と
を
の
み
考
え
て
い
た
韓
非
は
、
民
衆
の
内
発
的
な
力
を
、
本
当
に
は
認

識
し
得
な
か
っ
た
わ
け
で
、
我
々
は
そ
こ
に
、
彼
の
思
想
の
限
界
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
注

↑
）@
「
云
林
ダ
睡
虎
地
秦
墓
」
（
一
九
八
一
年
九
月
・
文
物
出
版
社
）
に
よ
る
。

↑
）

@
〔
】
で
囲
ん
だ
部
分
は
注
↑
）
所
載
の
写
真
版
に
は
存
在
し
な
い
。
「
睡
虎
地
首
骨
竹
簡
」
（
一
九
七
八
年
十
一
月
・
文
物
出
版
社
）
に

　
　
従
い
、
補
っ
た
。

⑤
）
　
（
　
）
で
囲
ん
だ
部
分
は
、
異
体
字
・
仮
借
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
さ
き
の
「
睡
画
地
特
命
竹
簡
」
に
よ

　
つ
た
。

（
4
）

ｪ
）
⑤
）
掲
示
の
資
料
の
ほ
か
、
『
雲
夢
千
丁
地
秦
墓
竹
簡
』
訳
注
初
稿
（
承
前
4
）
一
法
律
答
東
上
一
（
中
里
大
学
大
学
院
研
究
論

　
集
1
3
の
一
）
を
参
考
に
し
た
。

↑
）
読
書
雑
志
四
「
漢
書
」
第
十
二
、
八
丁
表
『
行
事
』
、
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で
）

F
都
宮
清
吉
「
漢
代
社
会
経
済
史
」
六
十
七
頁
。

↑
）
容
皇
祖
「
韓
非
的
著
作
考
」
（
古
史
辮
四
・
六
五
三
頁
）
。
木
村
英
一
「
法
家
思
想
の
研
究
」
（
一
九
四
四
）
の
申
に
含
ま
れ
る
「
韓

　
非
子
三
三
」
及
び
、
金
谷
治
「
秦
漢
思
想
史
研
究
」
四
十
頁
。

↑
）

c
中
耕
太
郎
「
法
家
の
法
実
証
主
義
」
十
八
頁
。

⑤
）

熬
J
前
掲
書
四
十
二
頁
。

⑭
　
太
田
方
「
韓
非
子
翼
嘉
」
漢
文
大
系
本
十
六
の
二
十
五
。
及
び
四
十
三
の
三
十
五
。

宜
）

@
太
田
前
掲
書
に
は
、
「
是
下
脱
以
字
」
と
い
う
。
よ
っ
て
補
う
。
陳
奇
猷
「
韓
非
子
曲
玉
」
も
同
じ
意
見
。

「3
3
「


